
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〔成果〕 

   ・オーダーを定期的に他の教師に伝えることで、教師自身が自分の授業に対する課題（改善点）を探したり、課題を意識したりするよい機会になった。 

・今回は、学級の朝の会・帰りの会での取り組みであったが、生徒の前に立って話をする他の機会でも、生徒が集中して話を聞き、内容を理解できるような、話し方、

説明の仕方を工夫したり気をつけたりするようになった。 

・教師が前に立つと、生徒が自然と教師に視線を向けて話を聞くようになった。説明した内容について教師が質問をすると、ほとんどの生徒が正解するなど、授業者

支援会議の効果が生徒に反映している。 

・支援者会議を付箋のやりとりで行ったことで、「会議」として、時間を設けることなく研修ができた。 

 〔課題〕 

   ・今回は、３人の担任が共通のテーマで取り組んだため、緊急性や必然性、困り感が高くはなく、オーダーを出すことに苦慮していた。（必然性がなかったため、意欲

的に取り組めなかった） 

   ・支援者会議の目的は、アイディアを出し合うことであるが、オーダーに対する評価の場になってしまい、次のオーダーにつなげることができなかった。 

 

 

 

   ・自分の授業に対して改善の意欲のある教員が自分自身の課題としてＴＴを組んでいる教師に対してオーダーを出す。 

   ・初任者など、経験の少ない教師が基本的な技術（話し方、板書、教材やプリントなど）についてオーダーを出し、初任者同士又は初任者指導員など経験豊富な教師

が評価をしたり、アイディアを出したりする。 

   ・教師自信が、授業が改善されたと感じた時点でそのオーダーは終了する。又はテーマを変える。 

   ☆教師自身の困り感、授業を改善したいという意欲からのオーダーだとより成果が上がる。 

授業者支援会議の仕組み 

説明をする時は、子供の顔が上がるまで待ってみます。 

 

私の説明したとおりに子供たちが動かないなぁ～ 

子供たちが説明を聞いて動けるように、説明の仕方を工夫してみよう 

オーダー（私が考える改善策）① 

授業実践 

授業後会議 子供の顔が上がるまで待っていると、先生の指示 

どおり習字の準備ができる子供が多くなりましたね。 

子供の顔が上がるまで待って

いる時間がもったいないなぁ。 

話をする前にカウントダウンし

たら顔が上がるのが早くなるん

じゃない？ 

改善策 

今度は、説明を始める前にカウントダウンしてみます。 

オーダー② 

授業者支援会議の実践 

テーマ（課題） 

朝の会、帰りの会の連絡を生徒が理解して行動できるようにするための工夫 

テーマ（課題） 

２０代講師 

時間はかかっても、子供の顔が上がるま

で待つことを継続してみましょう。 

南魚沼市立総合支援学校 中学部 吉田 康子 

生徒の顔が上がるま

で待ってみます。 

オーダー① 

９年目教諭 ２８年目教諭 
ゆっくり歩いて前に立つこ

とで、「話をするぞ」オーラを

出してみます。 

オーダー① 

話をする前に生徒と視

線を合わせてみます。 

オーダー① 

授業実践 

授業後会議 

改善策 

オン・オフの空

気が生徒に伝わ

って生徒の気持

ちが切り替わっ

ていました。 

先生の動きに生徒

が引きつけられた

ことで、自然と話

を聞く準備ができ

ていました。 

先生が待つ→顔を上げる、という流

れができてきたので、大事な連絡の

前に待つ時間を作ってみたら？ 

しっかり話を聞かなければ！という

意識をもたせることができましたね。 

生徒と視線を合わせる時に「間」が

できたことで生徒たちの視線が上

がっていました。 

特に聞いてほしい連絡の前に「間」

を作ってみてはどうですか？ 

大事な連絡の前に、生徒の顔

が上がるのを待ってみます。 

オーダー② 

大事な連絡の時にはあえて

小さい声で話してみます。 

オーダー② 

生徒の顔を見るのを忘れてすぐ話を

してしまうので、生徒を意識して話す

ことを忘れないようにしてみます。 

オーダー② 

授業実践 

授業後会議 

集中が途切れた生徒も、大事な連絡の

時には顔を上げられてよかったです。 

大切な連絡をよく聞こ

うとする姿勢が見られ

るようになりました。 

先生の話に興味や期待をもちな

がら話を聞くようになったと思

います。 

生徒が先生に注目するまでに時

間がかからなくなりました。 

顔を上げるのを待つ回数が増えた

ことで、生徒の顔が上がっている時

間が増えましたね。 

成果と課題 

授業者支援者会議の有効活用 ～成果と課題を踏まえて～ 


